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佐
賀
大
学
の
活
動
報
告

エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
招
へ
い

電
気
化
学
分
野
の
共
同
研
究

２
０
２
５
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
４
日
に
か
け
て
、

エ
ジ
プ
ト
国
立
研
究
所
の
大
学
院
生
で
あ
る
シ
ェ
リ

ー
ン
・
タ
レ
ッ
ク
・
マ
メ
ド
・
モ
ハ
メ
ド
・
マ
ム
ダ

さ
ん
お
よ
び
ス
ヒ
ラ
・
モ
ハ
メ
ド
・
カ
ド
リ
・
マ
ム

ダ
さ
ん
、
な
ら
び
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
工

科
大
学
の
大
学
院
生
ア
ク
ダ
・
ザ
ロ
ツ
ル
・
ワ
ト
ニ

さ
ん
と
学
部
生
サ
ナ
・
コ
リ
ダ
さ
ん
の
計
４
名
が
、

理
工
学
部
化
学
部
門
電
気
化
学
研
究
室
に
お
い
て
、

「
微
生
物
電
気
化
学
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
カ
ソ
ー
ド

（
※
）
開
発
」
に
関
す
る
共
同
研
究
活
動
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
研
究
活
動
の
合
間
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
九
州
内
の
史
跡
や
施
設
を
訪
問
し
、
日
本
の

歴
史
・
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
得
た
。

※
カ
ソ
ー
ド
：
外
部
回
路
へ
電
流
が
流
れ
出
す
電
極

〈
共
同
研
究
活
動
〉
微
生
物
電
気
化
学
シ
ス
テ
ム
は
、

微
生
物
燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
と
浄
化
に
加
え
て
、

排
水
等
か
ら
の
栄
養
素
を
回
収
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本
シ
ス
テ
ム
の

カ
ソ
ー
ド
の
性
能
向
上
を
目
指
し
た
共
同
研
究
活
動

を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
酸
素
還
元
反
応
性
の

効
率
化
と
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
に
、
ア
ミ
ノ
酸
修
飾

カ
ー
ボ
ン
電
極
を
作
製
し
た
。
ア
ミ
ノ
酸
修
飾
量
が

異
な
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ェ
ル
ト
電
極
を
作
製
し
て
、
電

気
化
学
測
定
法
に
て
酸
素
還
元
能
を
解
析
し
た
。
ま

た
、
ナ
フ
ィ
オ
ン
の
修
飾
量
に
つ
い
て
の
最
適
化
も

行
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
人

の
大
学
院
生
の
支
援
も
あ
り
予
定
通
り
の
実
験
を
完

遂
で
き
た
。

離
日
の
前
日
に
は
、
４
名
の
招
へ
い
者
が
、
母
国

大
学
で
の
研
究
や
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
成
果
に
つ
い

て
、
各
15
分
程
度
の
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

〈
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
５
日
目
に
、
熊
本
市
街
を
訪

問
し
、
熊
本
城
や
水
前
寺
成
趣
園
を
視
察
し
た
。
参

加
者
は
日
本
の
新
幹
線
も
体
験
し
た
。
実
は
、
招
へ

い
者
は
佐
賀
駅
近
傍
の
ホ
テ
ル
か
ら
佐
賀
大
学
ま
で
、

毎
日
、
市
営
バ
ス
を
利
用
し
た
。
バ
ス
が
ほ
ぼ
時
間

通
り
に
到
着
す
る
こ
と
に
と
て
も
感
心
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。
日
常
の
生
活
に
お
い
て
も
日
本
の
効
率
的

な
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
体
験
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
497
回

＝
特
別
連
載
＝

カソード電極の作製に取り組む招へい者

冨永 昌人
（佐賀大学

理工学部教授）
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熊
本
城
の
石
垣
は
、
未
だ
修
復
作
業
が
続
い
て
お

り
、
熊
本
地
震
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
。
熊
本
地
震

で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
多
く
の
建
物

は
耐
震
設
計
に
よ
っ
て
倒
壊
を
免
れ
、
日
本
の
耐
震

技
術
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。
水
前
寺

成
趣
園
は
招
へ
い
学
生
が
初
め
て
観
る
日
本
庭
園
で

あ
っ
た
。
熊
本
市
内
の
水
道
水
は
豊
富
な
阿
蘇
伏
流

水
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
園
内

の
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
「
古
今
伝
授
の

間
」
で
抹
茶
と
和
菓
子
を
頂
い
た
。
皆
さ
ん
が
慣
れ

な
い
苦
い
味
の
抹
茶
を
神
妙
な
様
子
で
飲
ん
で
い
る

様
子
は
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

６
日
目
に
は
、
佐
賀
市
エ
コ
プ
ラ
ザ
を
視
察
し
た
。

佐
賀
市
は
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
に
力
を
入
れ
お
り
、
ゴ

ミ
焼
却
熱
に
よ
る
発
電
は
も
と
よ
り
、
燃
焼
ガ
ス
に

含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
回
収
・
精
製
し
て
、
植
物

工
場
や
藻
類
培
養
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
エ
ジ
プ
ト
の
学
生
は
、
藻
類
培
養
の
研
究
も
行

っ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

ま
た
、
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
を
視
察
し
て
、
明
治

初
期
の
日
本
の
科
学
技
術
の
最
先
端
に
あ
っ
た
鍋
島

藩
の
技
術
開
発
（
蒸
気
汽
船
や
高
炉
）
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
。

〈
往
路
で
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
〉
実
は
、
エ
ジ
プ
ト
国

立
研
究
所
か
ら
の
渡
航
者
の
往
路
の
航
空
機
が
、
急

遽
、
乗
り
継
ぎ
地
の
ド
ー
ハ
で
長
時
間
待
機
す
る
こ

と
と
な
り
大
幅
に
（
18
時
間
）
遅
延
し
た
。
エ
チ
オ

ピ
ア
の
火
山
が
１
万
２
千
年
ぶ
り
に
予
期
せ
ず
に
噴

火
し
て
、
大
量
の
火
山
灰
を
上
空
に
吹
き
上
げ
た
た

め
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
今
回
が
初
め
て
の
海
外
渡

航
の
た
め
心
配
し
て
い
た
が
、
日
本
の
航
空
会
社
の

適
切
な
計
ら
い
に
よ
り
ド
ー
ハ
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
快
適

な
待
機
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
し
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

当
初
予
定
よ
り
も
半
日
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

予
定
ど
お
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
た
。

〈
日
本
人
学
生
へ
の
効
果
〉
招
へ
い
者
の
成
果
発
表

に
は
冨
永
研
究
室
の
学
部
生
・
大
学
院
生
も
加
わ
り
、

全
員
が
各
自
の
研
究
内
容
を
英
語
で
３
〜
５
分
間
で

紹
介
し
た
。
多
く
の
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
英
語
で
の
発
表
で
あ
り
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
招
へ
い
者
を
支
援
す

る
メ
イ
ン
の
日
本
人
学
生
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

日
本
人
学
生
は
、
共
同
研
究
活
動
や
体
験
活
動
を
と

も
に
す
る
こ
と
で
、
つ
た
な
い
英
語
で
あ
っ
て
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
話
題
を
話
す
こ
と
で
お
互
い
の
文
化
の
違
い
を

認
識
す
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
毎
回
思
う
こ

と
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
、
相
手
国
文
化

の
理
解
と
尊
重
、
相
手
を
思
い
や
る
気
遣
い
が
、
英

語
を
話
せ
る
以
前
の
ベ
ー
ス
と
し
て
重
要
と
思
っ
て

い
る
。

■
今
後
の
展
望

２
０
１
５
年
か
ら
継
続

し
て
き
た
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

招
へ
い
者
の
数
名
は
、
現

在
、
冨
永
研
究
室
で
外
国

人
留
学
生
と
し
て
修
学
と

研
究
に
励
ん
で
い
る
。
ま

た
、
数
名
は
既
に
博
士
の

学
位
も
取
得
し
て
、
母
国

で
大
学
教
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
ベ
ー
ス

に
し
て
、
２
０
２
５
年
度

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
若
手
人
材
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｙ

－

ｔ

ｅ
ｃ
）
に
も
採
択
し
て
い

た
だ
い
た
。
運
営
に
は
多

く
の
準
備
や
調
整
を
要
す

る
が
、
Ｙ

－

ｔ
ｅ
ｃ
を
通

し
て
、
若
手
研
究
者
同
士

の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、

そ
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が

っ
て
い
く
様
子
を
見
る
こ

と
を
何
よ
り
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
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